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(1)地域医療構想を踏まえた役割の

明確化



病床機能報告制度における近隣病院の状況

1.保有する病棟と診療科・入院基本料等の状況と6年後における機能区分の選択状況

※診療科については5割以上の患者を診療している診療科を、主とする診療科として示しています。

5割を超える診療科がない場合は、上位3つの診療科を示しています。

(1)市 立病院

平成26年 7月 1日 現在

病床の機能区分 病棟名

高度急性期‐

急性 3階病棟 4階東病棟 4階西病棟

診療科 内科 内科 外科

入院基1本料等
一般病棟 10

'寸

1

一般病棟 10

対 1

一般病棟 10

対 1

病床数 42床 39ルヽ 42,ヽ

回復期 |

慢.性 5階病棟

診療科 内科

入院基本料等
療養病棟入

院基本料2

病床数 38,ヽ

(2)坂総合病院

平成26年 7月 1日 現在

6年が経過した日における病床機能…・変更なし

6年が経過した日における病床

機能 ・̈変更なし

※平成 27年 6月 か ら3階病棟

を地域包括ケア病棟として運用

病床の機能区分 病棟名

高度
`

性ヽ期 2階病棟

診療科

消化器外科
(胃腸外科)、

外科、循環

器内科

‐
入院基本料等

一般病棟7対

1

病1床数 6床

急性 : 4階病棟 5階病棟 6階病棟 7階病棟 8階病棟 9階病棟 10階病棟

診療科
産科、小児

科

整形外科、

婦人科、救

急科

外科、泌尿

器科

消化器内科

(胃 腸内科)

循環器内

科、糖尿病

内科(代謝内

科)

呼吸器内科 内科

入院基本料等
一般病棟 7対

1

一般病棟7対
1

一般病棟7対
1

一般病棟7対
1

一般病棟7対
1

一般病棟7対

1

一般病棟7対

1

病1床数| 37ルヽ 46床 48床 48床 46床 46,末 34,薇

回復 3階病棟

1診
‐
療科

リハビリテー

ション科

入院基本料等
回復期リハビリ

テーション病棟

入院基本料 1

病 床数 46ルヽ

慢性期

贔

1



(3)赤石病院

平成26年 7月 1日 現在

(4)仙塩総合病院

平成26年 7月 1日 現在

(5)利府抜済会病院

平成 26年 7月 1日 現在

病床の機能区1分■ ■1病棟名

高度急性|

急性 ; 赤石病院

診療科
外科、整形

外科、脳神
経外科

1入院基本料等
一般病棟 13

対 1

病1戻数 51床

回1復

1曼
`庄

チ

|‐ |

到 赤石病院

診療科
外科、整形

外科、脳神
経外科

入‐院基本料等
療養病棟入

院基本料 1

1病
‐
床数 28,ヽ

6年が経過した日における病床機能

。…変更なし

※平成26年 9月 から4階病棟を障がい者

病床として運用

病床の機能区分 病カ :名
‐

高度急性期

急性す 4階病棟 5階病棟

診療科‐ 内科 内科

八院基本料等
一般病棟 15

対 1

一般病棟15

対 1

病床数 50,ヽ 48床

回復リ

3階病棟

診療科 内科

入院基本料等
‐ 療養病棟入

院基本料2

病床数 45,ヽ

病床の機能区

`

病 束名‐
高度急性期
急性リ一朝 3階病棟 4階病棟

内科、外科 内科、外科

医1拳||
一般病棟 13

,、卜1

一般病棟 13

対 1

1后疎覆 50,ヽ 50,ヽ

回復期

慢性期

6年が経過した日における病床機能

病床の機能区分 病 束名

高度急性期

急
'性

期 3階病棟

回1復期
慢性期 4階病棟

2

]



(6)仙塩利府病院

平成26年 7月 1日 現在

(7)松 島病院

平成26年 7月 1日 現在

(8)東北薬科大学病院

平成26年 7月 1日 現在

6年が経過した日における病床機能

・¨変更なし

6年が経過した日における病床機能

。…変更なし

整形外科、

泌尿器科、

病床め機能区分 病棟名
高度急性期

1急性 朝 一般病棟

診療科‐
内科、産婦
人夭羊 汐ヽ乗|

入院基本料等
一般病棟 10

対 1

病床数 54床

回復期

1曼`性 朝
療養病棟

`医

痔痣恙 1ヽ

療養病棟

`介

謹痔着つ

内科 内科

入院基1本料等
療養病棟入

院基本料2

療養型介護

療養施設

サービス費

(介護療養病

床として使

用)

庚 数 16床 29,ヽ

病床の機能区分 病 棟 1猛

高度 訳性期 ICU",オ東

診療科‐

心臓血管外

科、呼吸器
外科

入院基1本料等
特定集中治
清 室 管 IFT料 3

病 庚 数 8ルk

急性期 4A病棟 4C病棟 5A病棟 5B病棟 5C病棟 6A病棟 6B病棟

診療科| 耳鼻咽喉科 循環器内科

消化器内科

(胃腸内科)、

消化器外科
(冒 F_H外 科)

消化器内科

(胃 腸内科)、

消化器外科
(冒 Л島外科)

整形外科 神経内科

呼吸器内

科、呼吸器
外科

入院基本料等
一般病棟7対

1

一般病棟7対

1

一般病棟7対

1

一般病棟7対
1

一般病棟7対

1

一般病棟7対
1

一般病棟7対
1

病床数‐ 43床 49,薇 41床 60床 52,ヽ 53,ヽ 60床

回復 切
‐

6C病棟

診療科
リハビリテー

シ ョン科

入院基本料等
回復期リハヒ'リ

テーション病棟
入院基本料2

病 床数 51床

3



6年が経過した日における病床機能…・変更なし

2.救急告示病院、二次救急医療施設の告示・認定の有無

3。 在宅療養支援病院、在宅療養後方支援病院の届出状況

市立1病院
坂総合

病院
赤石病院

仙塩総合

病院

利府液済

会病院

仙塩利府

病院
松島病院

薬科大学

病院

在宅療養支1援病院の届1出 |の有無 有|

無
小

鉦
小

缶
小

鉦
小

毎
小

盤
小

鉦
小

在宅療養後方1支援病院|の 届出の有無 鉦
小

鉦
小

鉦
小

鉦
小

毎
小

毎
小

盤
小

鉦
小

※在宅療養支援病院とは、24時間往診が可能な体制を確保し、また訪問看護ステーションとの連携

により24時間訪問看護の提供が可能な体制を確保している200床未満の病院のことです。

※在宅療養後方支援病院とは、在宅医療を受けている患者の急変時に備え、緊急入院を受け入れる

ための病床を確保している200床以上の病院です。

4.医療機器の保有状況

市立病院 雌・濡・
赤石‐病院‐

〈
口
・　
・●

総
一院
一

塩
．病
．

仙

●
「讐「当慇『

仙塩利府
‐病院||

松島1病院
薬科大学

.病院|‐ .

救急告示病院の告示の有無 一有 一有 一有 毎
小

一有 一有 ．有
一

有

=1次

1救急医1療施設の1認定10有 1無| 1有| 有 1有 缶
小 1有 |

一有 ・有 一有

．鵬．病院‐‐‐一
赤右1病 1院|

仙塩総合| 1利 1府1液済
1会病院|

仙塩利府

1病院
松1島病院

薬科大学

病院
面|工1病 院

病院|

Ｃ

●
Ｔ

一

|マルチ|

スライス|

34列 以上 1台 ム
ロ

16列以上64列 未満 ム
ロ 1台

ム
ロ

ム
ロ 1台

ム
ロ

16列未満

その他

Ｍ

一Ｒ

Ｉ

一

3T以上

15T以上3T未満 ム
ロ 1台 1台 1台 1台

15T未満 1台

そ

一の

他

血管連1続撮影装置| 1台
ム
ロ

SPECT 1台 1台

PETCT

PETMRll

強度変調放射線治療器

遠隔操1作式密封小線源治療装置|

4



機能区分毎の病床数と2025年度の必要病床数

1.二市三町における機能 区分毎の病床数と2025年度の必要病床数

(1)病床区分の機能

(2)機能区分毎の病床数の現状と2025年度の必要病床数

※平成26年 7月 現在の病床機能報告制度に基づく病床数より計算。ただし、市立病院の3階病棟は

地域包括ケア病棟移行のため、回復期として計上。利府液済会病院の4階病棟は障がい者病棟ヘ

移行のため、慢性期として計上。
「地域医療構想における2025年度の必要病床数」は、宮城県資料より。

5

定義

高度急性期 急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて、診療密度が特に高い医

療を提供する機能。患者に対して行われた医療行為のうち、加算を含む入

院基本料を除く出来高の点数が3,000′点以上。

急性期 急性の患者に対し、状態の早期安定化に向けて医療を提供する機能。患者

に対して行われた医療行為のうち、加算を含む入院基本料を除く出来高の

′点数が600点 以上3,000点未満。

回復期 急性期を経過した患者への在宅復帰に向けた医療やリハビリテーションを提

供する機能。患者に対して行われた医療行為のうち、加算を含む入院基本

料を除く出来高の点数が175点以上600点未満。

慢性期 長期にわたり療養が必要な患者を入院させる機能。

機能‐区1分
1合 1計

高度急性期 | 魚 性 期 回復期 1陽,障期

・２
・一■
．一．一一■
一．一．■
一年
一■
一月

市立病院‐ 81床 42床 385ヽ 161床

坂総合病院 6床 305床 46床 357床

1赤1石病院| 51床 28床 795ヽ

仙塩総合病1院 98床 45床 143床

利‐府液‐済会病1院 50床 50床 100床

仙1塩利府病1院 108床 108床

松島病院|‐
545薇 45床 99床

合  1計  (a) 6床 747床 885ヽ 206床 1,047床

1地域医1療構想にお―ける,025
1年度の必1要病床数(b>■||

191.4床 4038床 49325薇 3150床 1,4034床

(b),(a) 18545薇 |1343125に 4052床 10905ヽ 35645薇



当院における病床機能ごとの運用状況

1.地域包括ケア病棟 (3階病棟)の運用状況

(1)地域包括ケア病棟 (3階病棟)の概要

①地域包括ケア病棟とは

高度急性期、急性期を脱した患者の在宅復帰及び生活復帰を支援するための病棟。

また、在宅患者や施設入居者の具合が悪くなつた時に緊急に患者の受け入れをするための

病棟。

②要件 (地域包括ケア病棟入院料1)

スタッフ配置 看護配置 13:1以上

リハビリテーション専従 1名 以上

在宅復帰率 70%重 症度・看護必要度A項 目1点以上が10%以上

③当院での実施状況

○病棟:3階病棟

○病床数:42床

○看護配置 :13:1

0平成26年 10月 ～平成27年 5月 まで⇒地域包括ケア病床10床

平成27年 6月 以降⇒3階病棟42床で地域包括ケア病棟

(2)現在の運用実績

①延入院患者数・利用率等の状況

(単位 :人、%)

|■ |127年度  ■ 5月 | 6月  | |17月 13月 ■■平均 ■

一般病床時

延入院患者数
1,002 1,084

地域包括ケア病棟

延入院患者数
806 939 957 1,072 943.5人 /月

1日 当たりの患者数 33.4 35.0 26.9 30.3 30.9 35.7 309人 /日

病床利用率 79.5 833 640 72.1 735 851 737

病床利用率における

5月 との差 (ポイント)

△ 81 △47 △41 08

6

月一４

一
9月|



延入院患者数 (人 )
延入院患者数と病床利用率の推移

病床利用率 (%)

1′200 100.0

90.0

80.0

70.0

600

500
400
30.0

200

100

0.0

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

８

６

４

２

鋏 延入院患者数  ― 病床利用率

②入院件数における経路と割合

③入院患者平均在院日数の状況

④診療単価の状況

(単位 :件、%)

I頁 目
6月 月´

ＦＩ‐‐一
8月 一月

・

一一一９

件‐数 割合 件数 害1合 件 数 割合
‐

件 数 割合

院

路
入
経

紹介入院 2 80% 3 880/0 4 9.1% 2 67°/0

その他入院 3 12.0% 9 2650/0 12 273% 10 333%

転棟 20 80.0% 22 6470/0 28 63.6% 18 600%

合   計 25 100.0% 34 1000% 44 10000/O 30 10000/0

(単位 :日 )

一月
●
４

・
|101月■||

一般病棟 (参考 ) 20 19

包括ケア病棟 25 32 40 42

(単位 :円 )

■11‐ 41月| 151月■ 7F 191月■

一般病棟 27,476 28,397

包括ケア病棟 29,172 29,052 29,576 29,324

5月 単価との差 775 655 1,179 927

7

'三

年■ 一月一５ 0月 一月一一一一７

一
|`月■

12'年度 6E 13月 |



2.一般病棟 (4階東・4階西病棟)の運用状況

(1)一般病棟 (4階東。4階西病棟)の概要

①一般病棟の運用の概要

04階東病棟の特色…・主に内科の疾患患者を受け入れる病棟。39床

04階西病棟の特色…・主に外科及び整形外科の疾患患者を受け入れる病棟。42床

②平成27年 5月 までの運用状況

○病棟数 :3病棟 (3階病棟+4階東病棟+4階西病棟)

○病床数 :123床

○看護配置 :10:1

③平成27年 6月 以降の運用状況

○病棟数 :2病棟 (4階東病棟+4階西病棟)

○病床数 :81床

○看護配置 :10:1

(2)現在の運用状況

①延入院患者数・利用率等の状況

(単位 :人、%)

|■ 4月|| 塀|`据

=||
||||●卜||||

4階東病棟

延入院患者数

員
υ

Ｏ
υ 1,038 1,061 1,107 1,134 1,13[ 1,072`人 /月

4階西病棟

延入院患者数
1,09C 1,103 1,048 1,065 1,107 1,02〔 1,073人 /月

■般1病棟計■・

延八1院患者数
21048 21141 12,10C 21172

‐
2,241 2,15〔 2145人 /月

1日 当たりの患者数 68.3 69.1 70.3 70.1 72_3 71C 703

病床利用率 84.3 85.3 868 865 892 88ε 868

病床利用率における

5月 との差 (ポイント)

ム

） 1.2 4_0 3[

(単位 :人、%)

延べ患者数

(人 )

2′ 500

2,000

1′ 500

1′ 000

89.2

84.3  85.3  '‐ ,lLル´

4月     5月     6月    7月    8月     9月
■■

"4階東病棟  1  14階西病棟 
一

病床利用率

88.8

病床利用率

(%)

90.0

85.0

80.0

75.0

70.0

65.0

600

55.0

50.0

8

21年度 一明 一月
一
７

．
1平 均

500



②新規入院患者数と病床利用率の推移 (平成27年度)

04階東病棟

(単位 :人、%)

新規入院患者数

(メ、)

病床利用率 (%)
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(単位 :人、%)
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(単位 :日 )

■|1271
:諄‖|■■ ■|■tr111:|=| ■1,■ |■ノリ

3階病棟 20 19

4階東病棟 17 19 18 18 15 16

4階西病棟 15 17 16 15 14 14

一般病棟計 17 18 17 16 15 15

③平均在院日数の状況

※ (参考)平成21年度から26年度の在院日数の状況

④診療単価の状況

(単位 :円 )

■|‐ 27年度■‐■ ‐‐|,月 |●

一般病棟。123床 32,692 30,235

一般病棟・81床 33,822 35,715 36,781 35,698

5月 単価との差 3,587 5,480 6,546 5,463

※ (参考)診療単価と平均在院日数の推移

(単位 :円 、日)

(単位 :日 )
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3.療養病棟 (5階病棟)の運用状況

(1)療養病棟(5階病棟)の運用の概要

①療養病棟の運用の概要 (療養病棟入院基本料2)

○病棟数 1病棟 (5階病棟 )

○病床数 38床

○看護配置 25:1

0病床機能 療養病床及びショートステイ

(2)現在の運用状況

①延入院患者数・利用率等の状況

②平均在院日数の状況

※ (参考)H21年度からH26年度の在院日数の状況

③診療単価の状況

11

(単位 :人 )

I 一一一一．．．．
　

一．一一一一一一．・一・一
・

一

月

一

・　一　一　一　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一・・・一一一一一一一一一　一　一　一一・　一　一　一　一　一　一　・　一　一　・　・　一　一　　　・

■‐,月‐|■‐ 8月.‐ ●:‐ 合 ‐計 ■ ||

療養病床

延入院患者数
531 673 883 762 691 815 4,355

ショートステイ

延入院患者数
220 245 243 259 299 306 1,572

療養病棟計 751 918 1,126 11021 990 1,121 5,927

1日 当たりの患者数 250 296 375 329 31.9 374 324

病床利用率 659 779 988 867 840 983 85

(単位 :日 )

一郵
|‐ ■13月| | |19月|

療養病棟 142 167 134 142 127 136

(単位 :日 )

‐
■・   |■ |  |● :  ||■ ■

| IH1221

●

４
■

●

２

●

●

Ｈ
■

||||:111  :|||:||1  11:|:||

IH 215 1 |‐H26 .

療養病棟 73 69 63 99 128 119

(単位 :円 )

:庁 | |19月|

療養病床 15,082 14,704 15,060 15,061 14,277 14,166

ショートステイ 14,717 14,903 15,216 14,905 15,019 14,876

療養病棟合計 14,975 14,757 15,093 15,021 14,501 14,360

'7.41度

|16月 ||■月‐ ,月

,7年度‐ 141月 | ||1月 |

月一導
一

一庁一７
一

IH12 1 IH23

,二年1度 一月
・

４ 一月一５ 一月一６ ■月



4.病棟全体での運用状況

(1)延入院患者数・病床利用率の状況

(2)病床機能ごとの稼働状況

5月 の病床毎の稼働状況

(単位 :人、%)

一般病棟

計,3,225

人′778%

(3)病床機能ごとの収益構造

5月 の病床機能毎の収益構造

(単位 :%)

9月 の病末毎の稼働状況

(単位 :人、%)

9月 の病床機能毎の収益構造

(単位 :%)

(単位 :人、%)

■||■ |■|||■| 一
瑚
一

13月  ■ 9月 1 合計

地域包括ケア病棟計 806 939 957 1,072 3,774

一般病棟計 3,050 3,225 2,109 2,172 2,241 2,158 14,955

療養病棟計 751 918 1,126 1,021 990 1,121 5,927

延入院患者数 3,801 4,143 4,041 4,132 4,188 4,351 24,656

1日 当たりの患者数 1267 1336 1347 133.3 135.1 1450 134.7

病床利用率 787 830 837 828 83_9 901 83.7

病床利用率における
5月 との差 (ポイント)

△ 0.4 15

12

一般病棟計′
2′ 158メ、′49.6%
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(2)地域包括ケアシステムにおける

当院の役割



地域包括ケアシステムにおける当院の役割

1.地域包括ケアシステムとは

地域包括ケアシステム
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2.地域包括ケア病棟の実施状況

(1)地域包括ケア病棟 (3階病棟)の運用状況

(単位 :人、%)

日

一一一一一一

項
一 1干啓‐71行 ,FI‐

延べ患者数(人 ) 806 939 957 1072

1日 当たりの患者数(人) 269 303 30_9 35,7

病床利用率 (%) 64.0 721 735 851

在院患者 日数 (日 )
う
乙

う
０ 40 42

在宅復帰率 (%) 862 ＾
υ

Ｏ
υ 882 970

3.在宅医療の実施状況

(1)在宅医療の体制

○施設基準 :在宅療養支援病院

※看取りを含めて 24時間在宅患者に対応可能な体制をとり、緊急時には

入院可能な病床を有 している病院であること

○医師 :平成 27年 10月 から常勤医による当番制で対応

○スタッフ :看護師 5名 、事務スタッフ 1名

○対応エ リア :二市三町 (塩竃市・多賀城市・七ヶ浜町 。松島町、利府町)

○在宅医療の対象者 :約 80名

(2)訪問診療の対象者数と往診回数の実績

(単位 :人、件 )

14月|| ‐5月 | ||■1.■ | |,■ |

■
轟

″
一

‐101月 | ■月| 1舞 | 12月

対象患者数

生診回数

1日 当たりの

平均件数

(3)訪問看護の対象者数 と訪問件数の実績

(単位 :人、件 )

1,眸魔■‐4月

=|

5月|| ‐6月||| 7月|| 111 1月||
■
月

一
‐1り | 11月 2月

対象患者数

訪問回数

1日 当たりの

平均件数
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4.訪 問 リハ ビリテーシ ョンの実施状況

(1)訪問リハビリテーションの体制

○スタッフ :平成 27年度より3名 体制 (理学療法士等)

○対応エリア :二市三町 (塩竃市 。多賀城市 0七ヶ浜町・松島町、利府町)

※患者さんのニーズに応 じて、大衡町 。東松島町等への訪問実績あり

○訪問リハビリテーションの対象者 :約 40名

(2)訪問リハビリテーションの対象者数と訪問件数の実績

(3)浦戸諸島への訪問リハビリテーションの実施状況 (再掲)

平成 26年 1月 より浦戸諸島への訪問リハビリテーションを開始。26年度は試行期間

として実施。平成 27年 4月 に浦戸諸島に地域包括支援センターが開設されたことから、

本格展開。地域包括支援センターと連携 し、患者ニーズに合わせたリハビリを実施中。

○訪問頻度 :毎週月曜日に定期訪問

01日 当たりの訪問件数 :4～ 5件

(単位 :人、件)

対象患者数

訪問回数

1日 当たりの

平均件数
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※ (参考)塩竃市民を対象としている訪問看護・訪問リハビリテーション実施事業所箇所図

1警彎1率言111.

①悠泉訪問看護事業所
□訪問看護

③⑦塩竃市立病院

□訪問看護

○訪問リハヒ
゛
リテーション

⑥塩釜医師会訪問看護ステーション⑧(公)坂総合病院
〇訪問リハヒ

゛
リテーション

④ケアステーションつくし

訪問看護事業所一覧

事業所名 従業員数 平成 27年 8月

の利用者状況

① 悠泉訪問看護事業所 7ノ、 15人

② 仙塩訪問看護ステーション 9 ノ入ヽ 62ノ、

③ 塩籠市立病院 6人 50ノ、

④ (公)官城厚生協会ケアステーションつくし 26A 76ノ、

⑤ (公)宮城厚生協会ケアステーションしおかぜ 26人 76メ、

⑥ 塩釜医師会訪問看護ステーション 10人 49ノ、

訪問リハビリテーション事業所一覧

事業所名 従業員数 平成 27年 8月

の利用者状況

⑦ 塩竃市立病院 3ノ、 53ノ、

③ (公)宮城厚生協会坂総合病院 11ノ、 38ノ、

〈出典 :独立行政法人福祉医療機構ワムネット〉
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(3)今後の運営における課題



今後の運営における課題

1.紹介患者数の減少

(1)紹介患者数の実績

①現改革プランの目標とのかい離の状況

②紹介元医療機関の内訳

③紹介目的の内訳

(単位 :件、%)
項 ‐‐目 21年度 22年度‐ 23年度|

'4年

度| 25年度 26年度

紹介患者数
(件 )

目標 2,000 2,100 2,200 2,200 2,200 2,200

実績 2,155 2,061 1,761 1,619 1,569 1,370

差 引 155 △39 △439 △ 581 △631 △830

21年度を100とした

上ヒ1暑

=|  
‐||    ||||‐

956 81.7 75.1‐ 728 636

(う ちCT・

MRI件数)

目標 800 850 900 900 900 900

実績 1,024 950 665 505 297 172

差ヲ|

224 100 △235 △ 395 △603 △728

21‐年度を100とした
比率  

‐ ・
一８．２・９ 164191 49:3‐ 290 168

(単位 :件 )

1景|^‐嘉1轟|| ■倉諄
=識

| IEI■:

平成 26年度 375 756 71 17 1,370

平成 25年度 468 913 64 1,569

差引 △93 △ 157 7 6 △ 199

(単位 :件 )

平成 26年度 24〔

平成 25年度 297 1,569

差 引 △ 1 △62 △ 125 △ 199
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④紹介率の推移

※紹介率=(紹介患者件数十救急件数)÷初診料算定件数

2.小児科診療の実施状況

(1)各年度末における常勤医師・非常勤医師数の推移

(単位 :人 )

19年度

'0年

度| 12‐ 1‐年度‐口2午率‐214華雇|

,4年度 25年度 うも二旋
内 科 10 9 10 10 10 9(1)

外 科
つ
０ 4 4 4 4 4 4 4

小児科 1 1 1 1 1 0 0(※ ) 0

麻酔科 1 1 1 0 1 1 1 1

整形外科 (1) (1) (1) 1 1 1 1

計 17 17 18 15 18 17 17 16

※平成 25年度は4月 から3月 初めまで小児科常勤医師が在籍。

医師数には事業管理者、( )の非常勤医師数を含む。

(2)小児科患者数の推移

(単位 :件、%)

|■阜馨|
曇〓

機
一

一
７ |,|`年度||

紹介患者件数 2,155 2,053 1,761 1,619 1,569 1,370

救急件数 883 1,160 1,354 1,192 1,109 1,112

合 計 3,038 3,213 3,115 2,811 2,678 2,482

初診件数 12,974 14,251 14,023 10,356 10,967 9,387

紹介率 2‐34 221‐ 5 122:21 271 2414 ‐2614

(単位 :人 )

2‐1年1度 | 234夏‐
12411事 |

産

一
‐・‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐眸
一

一
２

一

入院

延入院患者数 1,109 1,038 508 0 142 2

1日 当たりの患者数 31 2.9 14 00 04 00

21年度を100と した比率 93.5 452 00 129 0_0

外 来

延外来患者数 12,457 12,582 12,048 4,524 5,252 2,655

1日 当たりの患者数 515 518 493 185 215 109

21年度を100と した比率 1006 957 359 417 212
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3.高度医療機器の稼働状況

(1)CT・ MRIの使用の実績

(単位 :件、%)

CT使用患者数
(人 )

目標 3,000 3,350 3,700 3,700 3,700 3,700

実績 3,303 3,424 3,451 3,337 3,051 3,003

差弓|

303 74 △249 △363 △649 △697

MRI使用患者

数 (人 )

目標 11600 1,700 1,800 1,800 1,800 1,80C

実績 1,954 1,966 1,975 1,835 1,481 1,334

差 引 354 266 175 35 △319 △466

19
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目 2‐1年度 22年度 ,3年1度 24年度 ‐25年度 2‐6年度

21年度を100とした

比率
103.1 104〔 101.( 92Z 90〔

21年度を100とした
比率  |‐ ■|

1001( ‐101′ 93.( 175〔 68(


